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本日の報告内容 

○粘り強い海岸堤防に関する研究状況 

• 海岸堤防設計の基本（三面張堤防導入の経緯） 

• 水理実験で確認された津波越流破壊の事例 

• 津波越流により海岸堤防に作用する外力 

• 三面張堤防の被災実態分析 

• 「粘り強い構造」とは 

• 粘り強い構造の検討における留意事項 

 

○津波防災地域づくり法への対応 



三面張構造の導入 
（昭和28年伊勢湾高潮災害復旧工事） 

海岸堤防高さ：①越流や有害な越波をしない高さを確保 
三面張り構造：②多少の越波・しぶきに対応 

幡豆海岸正面堤断面図 

出典：昭和二十八年十三号台風 海岸復興誌 愛知県 



津波越流による海岸堤防破壊事例（１） 



堤防 

津波越流による海岸堤防破壊事例（２） 



越流により海岸堤防に作用する外力（１） 
堤体表面の圧力分布 

裏のり尻の圧力上昇 
裏のり肩の負圧 
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越流により海岸堤防に作用する外力（２） 
高流速の発生 
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越流により海岸堤防に作用する外力（３） 
裏法尻洗掘 
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越流水深別洗掘形状比較図（縮尺1/25実験 現地換算値） 

越流水深1m 越流水深2m 

越流水深3m 越流水深6m 

越流水深10m 

陸側 海側 

堤防高6m 

初期地形 

床版露出 

裏のり尻の洗掘  → ・裏法の崩壊 
               ・被覆工・堤体土の流失 
               ・吸い出し 



三面張海岸堤防の被災実態 



海岸堤防の被災分析結果 

 海岸堤防の全壊・破堤に関連する要因は影響が大きい順に 

 越流水深＞裏法尻被覆幅＞表法勾配・裏法勾配＞比高 

天端幅 

越流水深 

比高 

裏法尻
被覆幅 

表法勾配 
1:○ 

裏法勾配 
1:○ 



粘り強い構造の考え方 

• 全壊までの時間を少しでも長くする 

• 全壊に至る可能性を少しでも小さくする 

 

→そのために「構造上の工夫」を施すこと 
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越流水深(m) 現地換算 

越流水深－断面平均流速（比高6mの堤防） 

のり肩（陸側 EL.6m） 

のり面上部（EL4m） 

のり面下部（EL.2m） 

裏法尻（EL.0m） 

平坦部 のり尻から15m（EL.0m） 

留意事項１：高流速の発生 

高流速 → ・被覆工及び堤体土の流失 
        ・吸い出し 



留意事項２：裏法尻の洗掘対策 

1.0m
2.25m 2.25m

5.0m

1.0m

地盤改良（無・有）

5.0m

※裏法被覆のブロックの下にフィルター層
（厚さ0.5m）を設ける

基礎工
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留意事項２：裏法尻での洗掘と対策 
構造上の工夫（１） 法尻の圧力上昇範囲 



留意事項３：不陸による不安定化 



留意事項４：揚圧力への対応の必要性 



留意事項５：浸透水に対する堤防裏法尻での対応 



留意事項６：負圧への対応 



技術速報による成果発信 

 粘り強い構造に関する検討成果は、仙台
湾南部海岸での災害復旧に迅速に反映す
るため、国総研技術速報No.1（平成24年5月
14日）、No.3（平成24年8月10日）として、国
総研ホームページにて発表した。 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/sokuhou/index.html 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/sokuhou/index.html


今後の課題 

裏法尻 

・矢板による
対処方法 

裏法被覆工 

・コンクリート平張り
の場合における揚圧
力対策 

堤体土 
・越流時の浸潤過程と空気圧上昇 
・被覆工の流失後の粘り強い構造 

波返工 
・必要な配筋量 

以下のような課題について、引き続き検討中。 



津波防災地域づくり法への対応 

○津波浸水想定の設定の手引き 

 津波浸水シミュレーションやその活用方法を中心にとりまとめ。
相談窓口も設置。 

○基準水位の設定法 

 津波災害警戒区域の指定の際に公示する基準水位（建築物等
への衝突による津波の水位上昇を考慮した水位）を、津波浸水シ
ミュレーションから求める方法を提案。 

○津波防護施設の技術上の基準 

 最大クラスの津波による浸水の拡大を防止するため内陸部に設
ける津波防護施設の要求性能やその照査方法を提案。 

○特定開発行為の技術的基準 

 津波災害特別警戒区域内の社会福祉施設等に係る開発行為を
津波に対して安全な構造とするための基準を提案。 


